
つなぎ言葉の あとに くる 文を えらぼう
小3／3まいめ　「そして」を 入れて 3行に なった 1まい

なまえ

ひづけ

つなぎ言葉の あとに つづく 文を ア〜エから えらんで、記号を 書きましょう。
「そして」は、前の ことに つづけて 話を 進めたり つけ足したり する ときに つかいます。
1つの 文は 1回だけ つかいます。1つは どの つなぎ言葉にも つづきません。

1 まさるさんは 川で 魚を たくさん つりました。

ア 家に 帰っても 少しも わらいませんでした。

イ 弟も 三びき つりました。

ウ まさるさんは きのうも 一ぴきも つれませんでした。

エ 家に 帰ると にこにこ わらって いました。

（1）だから、 （2）でも、

（3）そして、

2 あやさんは きのうの 夜 いつもより 早く ねました。

ア 弟も 同じ 時間に ねました。

イ きょうは 一日中 ねむかったです。

ウ 姉も きのうの 夜は おそくまで おきて いました。

エ きょうは 少しも ねむく ありませんでした。

（1）でも、 （2）そして、

（3）だから、

3 ゆうたさんは サッカーの 練習を 毎日 休みました。

ア ゆうたさんは 先月も 練習を 一日も 休みませんでした。

イ しあいでは 二点も 取りました。

ウ しあいでは 一点も 取れませんでした。

エ 家では ゲームも 毎日 して いました。

（1）そして、 （2）だから、

（3）でも、
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つなぎ言葉の あとに くる 文を えらぼう【こたえ】
小3／3まいめ　「そして」を 入れて 3行に なった 1まい

なまえ

ひづけ

赤い 記号が こたえです。下の 行は、つかわない 文と その わけです。
「そして」の 行には、そう なる 話でも 反対の 話でも ない 文が 入ります。

1 まさるさんは 川で 魚を たくさん つりました。

ア 家に 帰っても 少しも わらいませんでした。

イ 弟も 三びき つりました。

ウ まさるさんは きのうも 一ぴきも つれませんでした。

エ 家に 帰ると にこにこ わらって いました。

（1）だから、 エ （2）でも、 ア
（3）そして、 イ
つかわない 文：ウ（1文目と 合わない 話。きのうの ことで、きょうは たくさん つれて いる）

2 あやさんは きのうの 夜 いつもより 早く ねました。

ア 弟も 同じ 時間に ねました。

イ きょうは 一日中 ねむかったです。

ウ 姉も きのうの 夜は おそくまで おきて いました。

エ きょうは 少しも ねむく ありませんでした。

（1）でも、 イ （2）そして、 ア
（3）だから、 エ
つかわない 文：ウ（1文目と 合わない 話。姉の ことで、あやさんは 早く ねて いる）

3 ゆうたさんは サッカーの 練習を 毎日 休みました。

ア ゆうたさんは 先月も 練習を 一日も 休みませんでした。

イ しあいでは 二点も 取りました。

ウ しあいでは 一点も 取れませんでした。

エ 家では ゲームも 毎日 して いました。

（1）そして、 エ （2）だから、 ウ
（3）でも、 イ
つかわない 文：ア（1文目と 合わない 話。先月の ことで、いまは 毎日 休んで いる）
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